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境の未来を担う若者たち
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１
月
12
日
（
日
）、
境
町

中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
成

人
の
健
や
か
な
心
身
の
成
長

と
社
会
人
と
し
て
の
門
出
を

祝
福
す
る
た
め
「
令
和
２

年　

第
65
回
境
町
成
人
式

典
」
が
挙
行
さ
れ
、
華
や
か

な
晴
れ
着
や
ス
ー
ツ
に
身
を

包
ん
だ
新
成
人
が
恩
師
や
旧

友
と
の
再
会
を
喜
び
合
い
、

大
人
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。
令
和
２
年
の
境
町

の
新
成
人
は
、
男
性
１
３
５

名
、
女
性
１
３
８
名
の
合
計

２
７
３
人
で
す
。　

　
新
成
人
が
生
ま
れ
た
平
成

11
年
4
月
２
日
か
ら
平
成
12

年
４
月
１
日
ま
で
の
主
な
世

相
と
し
て
、
コ
ギ
ャ
ル
文
化

が
変
質
し
、
ヤ
マ
ン
バ
と
呼

未
来
へ
羽
ば
た
け
、
令
和
初
の
新
成
人
！

２
７
３
名
の
新
成
人
が
誕
生

ば
れ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
出

現
。
i
モ
ー
ド
の
サ
ー
ビ

ス
開
始
に
よ
り
、
携
帯
及
び

Ｐ
Ｈ
Ｓ
が
大
幅
に
普
及
さ
れ

ま
し
た
。
町
内
で
は
、
7
月

に
ふ
れ
あ
い
の
里
さ
く
ら
の

丘
公
園
が
開
設
さ
れ
、
新
た

な
住
民
の
憩
い
の
場
と
な
り

ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
橋
本
町
長
を

始
め
、
多
く
の
来
賓
の
方
々

が
列
席
し
、
お
祝
い
の
言
葉

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
後
は
、
豪
華
商
品
が

当
た
る
抽
選
会
な
ど
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
新
成
人
と
な
ら
れ
た
皆
さ

ん
の
輝
か
し
い
未
来
を
ご
祈

念
い
た
し
ま
す
。

新成人へ激励の言葉を述べる
橋本町長

境一中恩師・松本知克先生
による贈る言葉

ピアノ伴奏の小島あみさん

成人式運営委員
日髙鼓太郎さん

　

私
た
ち
は
本
日
、
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
持

つ
べ
き
区
切
り
の
日
を
迎
え
、
社
会
か
ら
は
大

人
と
み
な
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
私
た
ち
の
発
言
や
行
動
は
、
今
ま
で

以
上
に
大
き
な
責
任
と
影
響
を
伴
う
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
現
実
に
は
、
こ
れ
ま
で
と
異
な
る

立
場
や
、
周
囲
か
ら
の
期
待
に
戸
惑
う
こ
と
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
成

人
と
し
て
堂
々
と
生
き
て
ゆ
く
た
め
の
通
過
点

で
あ
り
、
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
し
っ
か
り
と
自
分
の
意
志
を
持

ち
、
周
り
の
意
見
に
左
右
さ
れ
ず
強
く
生
き
る

こ
と
や
、
長
い
も
の
に
ま
か
れ
る
こ
と
な
く
新

し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
助
言
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
改
め
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
日
の
こ
の
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
れ

ま
で
私
た
ち
の
成
長
を
見
守
り
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
家
族
、
友
人
、
地
域
の
皆
さ
ま
、
時
に

は
厳
し
く
、
温
か
く
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
方
、
そ
し
て
、
ふ
る
さ
と
境
町
に
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
日
の
新
た
な

決
意
を
胸
に
刻
み
、
日
々
精
進
し
て
い
く
こ
と

を
お
誓
い
し
、
成
人
者
を
代
表
し
て
の
謝
辞
と

い
た
し
ま
す
。（
一
部
抜
粋
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

謝　

辞

心配かけることもあっ
たけど、自分がしたい
ことを、見守ってくれ
たおかげでここまで成
長できました。いつか
恩返しするからね！

現役で教員免許を取って、努力して親を
安心させたいです。お父さんお母さん、
思春期の頃にはたくさん迷惑かけまし
た。いつも気にかけてくれてありがとう。

母親に支えられて、成人の日を迎えるこ
とができました。就職が決まりこれから
東京での一人暮らし生活が始まるけれど、
定期的に帰って話す機会を持ちたいです。

20 年間育ててくれてありがとう！両親に気
軽に相談できる環境があり応援してくれたお
かげで、今の仕事にも就くことができました。
お金貯めて旅行に連れて行くからね！

1番に感謝すべきはお父さんとお母さんで
す。本当に尊敬してるし言葉ではあらわせな
いぐらいのありがとうしかありません。今ま
でありがとう、そしてこれからもよろしく！

一番私の気持ちを分かってくれ
て、色々相談に乗ってくれてあ
りがとう。それがあったから、
今の私がいると思う。将来の夢
は、親を目指して公務員になり
たい。早く大人になって両親を
安心させたいです。親が喜ぶよ
うな親孝行をしてあげたいです。

ふざけてばっかりで、たくさん
迷惑かけました。成人してもま
だまだ迷惑かけると思うけどこ
れからもよろしくお願いしま
す。絶対親孝行したいです。 今までたくさん喧嘩や反抗もしたけ

ど、今はそれが理解でき、厳しく育て
てくれたことに感謝しています。

境二中恩師・大里友美先生
による贈る言葉

来賓紹介
坂本瞳さん（住吉町）

成人式運営委員
INTERVIEW

謝辞
日髙鼓太郎さん（旭町）

式典司会・進行
巾明日香さん（長井戸）

20 年間育ててくれてありがとう！

これから新しいことにどんどん挑
戦してほしい。親を大事に思って
くれてありがとう！（源市さん）

3人兄弟の末っ子で、甘やかしてしまっ
たけれど素直に育ってくれてありがとう。
就職も決まったのでこれから立派になっ
ていってほしいです。（真実さん）

時には厳しくしつけをしてきました。本人が理解
し、明るく優しい子に育ってくれました。元気に
育ってくれてありがとう。（康広さん、久美さん）

瞳が生まれて20年。とても楽しい思い出でいっぱいです。
これからは、大人の仲間入りということで、自主性を尊重
して、自分の道を進んでほしいです。（友之さん、佳子さん）

金久保直紀さん（志鳥）
県知事メッセージ

両親
より

父
より

母
より

私の娘に生まれてきてくれ
てありがとう。健康と今の
笑顔ずっとそのままでいて
ください。

母
より 両親

より

式典司会・進行
羽部雄飛さん（塚崎）

開式・閉式のことば
橋本拓実さん（西泉田）

祝電披露
岩井咲里奈さん（陽光台）

祝電披露
知久七海さん（長井戸）



さ
か
い
新
春
の
集
い

各
界
で
活
躍
す
る
町
内
外
代
表
者
５
０
０
名
超
が
集
い
盛
大
に
開
催

さかいまち
新春NEWS

境
逹
磨
市

だ
る
ま
を
買
っ
て
大
願
成
就
！　
新
成
人
に
も
逹
磨
を
配
布

第27回

　

１
月
12
日
（
日
）、
役
場
前
通
り
に
て
新

春
恒
例
の
「
境
達
磨
市
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
早
春
の
境
町
を
彩
る
風
物
詩
と
し
て
、

達
磨
の
販
売
や
露
店
や
地
元
商
店
の
テ
ン
ト

が
立
ち
並
び
、
約
１
万
人
を
超
え
る
多
く
の

来
場
者
な
ら
び
に
、
華
や
か
な
着
物
姿
の
新

成
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
今
年
も
境
町
婦
人
会
、
境
町
商
工
会
女
性

部
の
皆
さ
ん
に
よ
り
行
わ
れ
た
豚
汁
や
甘
酒

の
無
料
提
供
も
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
回
行
列
が
で
き
る
「
境
ス
タ

ン
プ
会
福
袋
抽
選
会
」
は
、
用
意
さ
れ
た

７
５
０
本
の
商
品
が
午
後
一
時
過
ぎ
に
は
な

く
な
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
今
年
で
三
回
目

を
迎
え
た
「
さ
か
い
肉-

o
n
e
グ
ラ
ン
プ

リ
」
で
は
、
お
肉
を
使
っ
た
商
品
を
提
供
す

る
10
店
舗
が
出
店
し
ま
し
た
。
お
客
様
に
よ

る
投
票
の
結
果
、〝
牛
串
〟
を
販
売
し
た
「
境

町
商
工
会
青
年
部
」
が
、
並
み
居
る
強
豪
を

抑
え
て
見
事
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
五
ツ
輪
会
や
町

内
外
バ
ン
ド
等
を
は
じ
め
、
お
笑
い
芸
人
の

ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
岩
倉
さ
ん
、
演
歌
歌
手
の
杜

こ
の
み
さ
ん
が
出
演
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。　

縁
起
の
良
い
逹
磨
と

色
あ
ざ
や
か
な
着
物
姿
が

彩
る
新
春
イ
ベ
ン
ト

●境スタンプ会福袋抽選会●子供ジャンボガラガラ抽選会●町内各商店出店●ステージイベント●達磨商による達磨販売●街商組合
●第３回さかい肉 -one グランプリ

1.122020

荒天延期13日・19日
（日）

境町観光親善大使
杜このみスペシャル　　ステージ

もり

◆主催／境町観光協会　◆後援／境町・境町商工会・JA 茨城むつみ　◆協賛／境スタンプ会

境町役場前通り（歩行者天国内）10:00－15:00
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上 段 山﨑煙火製造所・山﨑芳男さん、株式会社アーネストワン・林幸男さん（代理出席）、猿
山防犯パトロール隊小口誠さん、株式会社アーキビジョン 21・丹野正則さん、株式会社リビ
ングクリエイト・河崎安幸さん、伊佐山千代さん、福島貢さん、行本昌史さん（代理出席）、境町
消防団第３分団・染谷達也さん、本谷隆司さん　 下 段  石田克史さん、ジュピターさかい、猿
山防犯パトロール隊・関宣夫さん、櫻井進さん、橋本正裕町長、寺山守さん、株式会社光ファー
ム・篠塚守夫さん、加藤正則さん、菊池重夫さん

この日のために描き
下ろしていただいた、
胡
こしょうあん

牀庵・青
せ い く う し

空子先生
による絵画「瑞光禮
拝赤富士」を展示

　
１
月
15
日
（
水
）、
バ
ン
ケ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
ア
リ
モ
ー

ル
（
伏
木
）
に
お
い
て
、「
令
和
２
年
さ
か
い
新
春
の

集
い
」
を
開
催
し
、
各
界
各
層
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

総
勢
５
０
０
名
を
超
え
る
方
々
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
町
政
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
26

の
団
体
・
個
人
に
、
町
か
ら
感
謝
状
や
境
町
出
身
の

版
画
家
・
富
張
広
司
先
生
の
版
画
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
会
場
内
に
は
、
境
町
商
工
会
「
一
店
逸
品
」
の
加

盟
企
業
や
商
店
の
P
R
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
た
ほ

か
、
境
町
が
誇
る
完
熟
い
ち
ご
、
梅
山
豚
キ
ー
マ
カ

レ
ー
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ワ
イ
ン
、
ア
ン
ガ
ス
牛
ス
テ
ー

キ
、
境
町
の
研
究
施
設
「
Ｓ-

L
a
b
」
で
製
造
さ

れ
た
干
し
芋
の
試
食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
恒
例
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
公
民

館
講
座
「
古
典
舞
踊
教
室
」、「
民
舞
・
新
舞
教
室
」

に
よ
る
華
麗
な
演
舞
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

ふ
る
さ
と
納
税
に
か
か
わ
る
町
内
外
の
多
く
の
事
業

者
に
協
賛
し
て
い
た
だ
き
、
豪
華
抽
選
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
商
店
、
企
業
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

多
く
の
参
加
者
と
新
た
な

年
の
抱
負
を
語
り
合
う

左から境町婦人会 松岡美智子会長、境町文化協会 吉田敬会長、
株式会社 DHC 特別研究顧問 蒲原聖司医学博士、境地区交通安全
母の会連合会 間中敏子会長、大和ハウス工業株式会社東京支店 
竹林佳太郎執行役員東京本店長、境町いきいきクラブ連合会 寺山
守会長、境町体育協会 小川幸二会長、境スタンプ会 関郎彦会長

左から隈研吾建築都市設計事務所 行本昌史設計室長、境町区長会 
稲垣稔会長、境町農業委員会 長野元明会長、境町 橋本正裕町長、
境町議会 倉持功議長、SB ドライブ株式会社 佐治友基代表取締役
社長 CEO

功労者表彰

会場がもっとも沸かせたのは境町
観光親善大使を務める演歌歌手の
杜このみさんのステージ。サイン
会にも行列ができました。

サイン会も大人気！

杜このみさん

一番の大吉と書いた逹磨と多くの
福を運ぶといわれるハツカネズミ
を描いたポストカードを無料配布

「胡
こしょうあん

牀庵・青
せ い く う し

空子」さんの

縁起の良い
ポストカード

N ews T opics境逹磨市

演歌歌手杜このみさんのステージ 逹磨市会場は多くの来場者で賑わいました

ステージの最初を飾ったのは、五ツ輪
会の皆さん

逹 磨 市 会 場
を 着 物 姿 で
彩 る 新 成 人
のみなさん

ミニ逹磨を購入する
子どもたちの姿も

大行列ができた境スタンプ会
による福袋抽選会は！

境町婦人会では梅山豚の豚汁、境町
商工会女性部では甘酒を無料提供

多くの笑いを呼んだジャスティス岩倉さん

成人者にもミ
ニ逹磨が配布
されました

境町商工会青年部の牛串
が「第 3 回さかい肉 -one
グランプリ」の王者に輝きました。
シンプルに肉の美味しさが評価され
た、と受賞の喜びを述べました。

とにかく美味しい！

牛串

受賞団体・個人名（敬称略） 功績（受賞の内容）

団
　  
体

ロイヤル化粧品株式会社 紺綬褒章
小松マテーレ株式会社 紺綬褒章

株式会社山﨑煙火製造所 紺綬褒章
株式会社アーキビジョン 21 紺綬褒章
株式会社 TH パートナーズ 紺綬褒章
株式会社アーネストワン 高額寄付者

ジュピターさかい
（沼尻 睦美代表）

国土交通大臣表彰
秋季善行表彰

猿山防犯パトロール隊
（関 宣夫代表） 秋季善行表彰

株式会社光ファーム 農林水産大臣表彰
境町消防団第３分団
( 染谷 達也第３分団長 )

第 70 回茨城県消防ポンプ操法
競技大会県西地区大会第 3 位

個

人

桃園  正 紺綬褒章
黒木 清己 紺綬褒章
石田 克史 紺綬褒章

佐々木 和博 高額寄付者
河崎 安幸 高額寄付者
𠮷田 嘉明 高額寄付者

隈 研吾 各種施設設計による町活
性化に貢献

伊佐山 千代 地 域 活 性 化 の ア ド バ イ
ザーとして町に貢献

加藤 正則 藍綬褒章
福島 貢 瑞宝単光章

菊地 重夫 交通安全功労者
本谷 隆司 永年勤続功労賞
田中 次郎 人権擁護委員退任
中村 好 人権擁護委員退任
櫻井 進 自治功労者表彰
寺山 守 自治功労者表彰
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参加者の声
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次回
開催

10:00

境町×DHC♥さかいmamaケア事業♥

受付と問診

mama baby

10:30
スキンケア

教室

12:00
ランチ

11:30
ミルクタイム
＆身体測定

13:00
自由時間

15:00
解散

ど
ん

な 1
日？

Schedule

境町がママのために提供する
1日限定の応援プラン

会場は御老公の湯境店

産後の不調を整えるスキン
ケア教室を実施

豪華ランチを参加ママと一
緒に。会話も弾みます

1人につき 1室用意された
部屋でのんびり過ごせます

マンツーマンでお世話をし
ます

赤ちゃんたちは、大丈夫な
ので、ママたち安心して
ゆっくり過ごしてね

西嶋千恵子さん＆
千晴ちゃん（8カ月）の場合

赤ちゃんを一時預か
りするために、担当
の助産師や保育士が、
健康、生活、食事の
ことなどていねいに
問診します

ママは授乳やミルク
のため、一時的に赤
ちゃんのもとへ戻り
ます。希望者には、
身長や体重計測を行
います

お帰りの際には、預
かり保育中の赤ちゃ
んの様子を記録し、
記念写真を添えてお
渡し。DHCから素敵
なプレゼントも！

PRESENT
♥

ストレッチ教室の
時もあります！

育児や授乳の相談、ホ
テル棟での休憩、温泉
など、お好きな時間を
過ごすことができます

生後 4カ月から概ね 6カ月のお子さんがいるママを対象に行っている
「さかいmamaケア事業」について紹介します。産後ママの心配ごとを

助産師や保育士へ気軽に相談でき、ママ友との交流や、
ひとりの時間をしっかりとってリフレッシュしませんか？

全体満足度

100%

体験教室
満足度

92%

託児
満足度

99%

施設
満足度

97%

食事
満足度

100%

　近年、子育てママたちを地域でサポートすることの重要性が
注目されております。境町の施設とボランティアの方々による
ご協力のもと、このような取り組みができることを大変うれし
く思います。産後育児で忙しいママ達には、本事業を通して、
少しでもリラックスできる時間を過ごしていただきたいと考え
ています。DHCのノウハウを活かし、境町の事業をサポート
できるようスタッフ一同頑張ってまいります。

この事業を通して
子育て世代をサポート
する輪を広めたい

株式会社DHC
地域健康サポート局
奥村愛さん

出
産
と
育
児
に
よ
っ
て

負
荷
が
か
か
る
マ
マ
を
労
り
た
い

　
出
産
は
大
き
な
喜
び
で
す
が
、
産
後
は
心
身
の
不
調
が
起
き
や
す
い

時
期
で
も
あ
り
、
育
児
に
か
か
り
き
り
の
マ
マ
に
は
大
き
な
負
荷
と
な

り
ま
す
。
境
町
で
は
、
産
後
の
母
子
に
き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
う

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
、
そ
の
第
一
弾
と
し
て
、
生
後
４
カ
月
か
ら

概
ね
６
カ
月
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
た
「
さ
か
い

m
a
m
a
ケ
ア
事
業
」
を
令
和
元
年
９
月
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
町
と
包
括
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
株
式
会
社
D
H
C
と
の
官
民

連
携
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。
先
行
し
て
静
岡
県
伊
東

市
で
産
後
マ
マ
の
た
め
の
「
産
後
ケ
ア
事
業　
い
で
湯
型
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
の
事
業
モ
デ
ル
を
参
考
に
、
同
社
が
請

負
元
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
３
回
実
施
し
、「
安
心
で
き
る
環
境
で
子
ど
も
と
離
れ

る
こ
と
が
で
き
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
」「
少
人
数
で
話
し
や
す
く
、

マ
マ
友
と
の
交
流
が
何
よ
り
も
楽
し
い
」
と
い
っ
た
喜
び
の
声
を
い
た

だ
き
人
気
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
さ
ら
に
拡
充
予
定
で
す
。
対
象
月

齢
の
世
帯
に
案
内
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

スキンケア教室に魅力を感じ参加しました。実際に参加して
みると、思っていた以上にママに手厚いイベントで、こんな
にリラックスさせていただき、感謝しています。誰かに預け
るという経験もはじめてで心配な部分もありましたが、同じ
施設内のため、安心することもできました。子どもの年齢が
近いママたちとたくさんお話できて、お風呂も入れると聞き
驚いています。個室が用意されるのもすごいですね！

ストレッチ教室 育児・授乳相談

同じ場所だから、離れていても安心してリフレッシュできました！

菊本久子さん＆葉楠ちゃん（8カ月）

少人数制が魅力で
した！ママ友と交
流できて楽しかっ
たです。

柿沼理恵さん＆莉亜那ちゃん（5カ月）

ゆっくりごはんを
食べたり、おしゃ
べりしたり、とっ
ても楽しく過ごせ
ました！

中村尚さん＆花ちゃん（5カ月）

はじめて娘と離れ
る不安もありまし
たが、お昼寝もで
きたようで安心し
ました。

赤荻友里加さん＆冨孝くん（6カ月）

自分の時間はなか
なかとれないの
で、ストレッチが
できて気持ちがラ
クになりました。

橋本真衣さん＆皐平くん（7カ月）

こんなに子どもと
離れる機会がない
ので、新鮮な気持
ちです。ママたち
と交流できて楽し
かったです。

高杉幸江さん＆愛々ちゃん＆陽々くん（6カ月）

双子で、こういう
時間はなかなか取
れなかったので、
いい機会をいただ
き良かったです。

3月 4日（水）を
予定しています。

健康推進室（保健センター）　　
　電話 87-8000



Lifelong
Study

町の無料開講講座を紹介する連載コーナーです。今号は「竹工画教室」と「料理教室」を紹介します。

学びを応援！
「 生 涯 学 習 」 で 自 分 ら し く 輝 こ う

参加者の声

● 吉澤 照さん
境町の展示会で竹工画を初めて
目にした時、飛び出す立体感に
感動を受けて始めました。ハサ
ミの使い方の基本から始めて経
験を積み、10 年経過した頃から
般若心経など繊細で難しい作品
に取り組んでいます。身体が丈
夫な限り続けていきたいです。

● 田沼 政男さん
先生や先輩方から技術を教わり
ながら竹工画を学んで６年経ち
ました。細かい作業が多いので、
脳や手先の活性化に繋がってい
ると感じています。教室の雰囲
気がとても和やかでとても楽し
く続けられています。

● 野村 光枝さん
退職後、芸術関係の講座に興味
を持ち、竹工画歴 10 年です。
先輩が製作したものを真似てみ
ることからスタートし、自分で
作りたいものが出来るように
なってきました。出来た時の達
成感と発表できる場があること
が製作意欲に繋がっています。

１講師と講座生の皆さんでの集合写真。　
２竹の焼き具合と厚みで立体的な画を表
現出来るところが竹工画の魅力。３第25
回境町生涯学習フェスティバル文化展で
の展示風景。

１

竹工画教室
全国でも珍しい「竹」で表現する芸術品

場 所 中央公民館 生徒数 20 名（令和元年度） 開講日 第 1・3 木曜日 時 間 9:30-11:30

File.17

連  載

参加者の声

● 広瀬 勝則さん
元々そば打ちが趣味で料理を
していましたが、応用的な料
理にも挑戦したいと思い、昨
年から教室に参加しています。
男性も料理を求められる時代
です。男性の皆さん！ぜひ一
緒に料理を学びましょう。

● 篠塚 登志子さん
堂囿先生が開設した教室に当
初から参加して 28 年。今はサ
ポーターとして関わらせても
らっています。普段自宅で作
る料理とは違い、教室では材
料のこだわりや味付けの工夫
がされていて、一味違う味を
毎回楽しみにしています。

● 風見 美千代さん
料理のレパートリーを増やし
たいと、今年から教室に通い
始め、毎回欠かさず参加して
います。料理を学べるだけで
なく、作った後の食事と会話
がとても楽しいです。教室で
学んだ料理を家族は家族にも
好評です。

料理教室
「作る」喜びを味わう楽しい時間

場 所 シンパシーホール 生徒数 25 名（令和元年度） 開講日 第 2・4 木曜日 時 間 19:00-21:00

１講師と講座生の皆さんでの集合写真。　
２和食・洋食・中華、様々なバリエーショ
ンのメニューを用意しています。
３作った料理をおしゃべりしながら食べ
るのも教室の醍醐味。

File.18

　
全
国
料
理
学
校
認
定
の
料
理
講
師
師
範

と
し
て
40
年
以
上
境
町
で
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
教
室
の
卒
業
生

を
数
多
く
輩
出
し
、「
五い

つ
み
か
い

味
会
」
と
い
う

O
B
会
も
熱
心
に
活
動
し
て
お
り
、
料

理
の
裾
野
が
広
が
っ
て
い
け
る
よ
う
に
尽

力
し
て
い
ま
す
。

　
教
室
で
は
、
現
代
の
家
庭
環
境
に
合
わ

せ
て
「
短
い
時
間
で
美
味
し
く
健
康
に
な

れ
る
料
理
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て
お
り
、

年
間
を
通
し
て
、
和
食
・
洋
食
・
中
華
を

学
べ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
料
理
の
基
礎
、
例
え
ば
材
料
の
切

り
方
や
灰あ

く汁
の
取
り
方
な
ど
丁
寧
に
教
え

て
い
き
ま
す
の
で
、
初
心
者
で
も
１
年
で

上
達
を
実
感
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
男
性
の
方
の
参
加
も
増
え

て
き
て
お
り
、
老
若
男
女
問
わ
ず
皆
さ
ん

賑
や
か
に
料
理
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

健
康
寿
命
の
延
伸
に
は
、「
食
」
が
何

よ
り
も
重
要
で
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
料
理
の

腕
を
磨
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

家
庭
の
食
卓
を

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
に

料理教室
講師 堂囿 和子 先生

中央公民館　☎ 81-1340問合せ問合せ シンパシーホール　☎ 87-5858

２

３３

２

１
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竹工画教室
講師 桐原 忠男 先生

　
竹
工
画
教
室
は
平
成
９
年
に
開
講
し
ま

し
た
。
５
年
前
よ
り
先
代
か
ら
講
師
を
引

き
継
い
で
皆
さ
ん
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
竹
工
画
の
特
長
は
、
薄
く
板
状
に
加
工

し
た
竹
材
を
使
用
し
、
元
の
竹
色
や
鉄
板

で
焦
げ
目
を
付
け
る
こ
と
で
陰
影
を
作

り
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
張
り
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
独
特
な
立
体
感
を
表
現
で
き
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
初
め
て
の
方
に
は
、
ハ
サ
ミ
や
ナ
イ
フ

の
使
い
方
か
ら
指
導
し
ま
す
。
難
し
い
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
基
本
の

月
や
太
陽
の
画
を
覚
え
れ
ば
、
自
分
の
好

き
な
作
品
を
作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

細
か
い
作
業
も
多
い
の
で
脳
ト
レ
に
も
繋

が
り
ま
す
。
展
示
会
や
体
験
会
な
ど
の
機

会
を
設
け
て
お
り
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が
意

欲
的
に
製
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
と
て
も
和
や
か
で
楽
し
い
講
座
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
竹
工
画
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

茨
城
発
祥
の
美
術
工
芸
を

境
町
に
広
め
て
い
き
た
い
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境町
×

HAWAII

ア
リ
ア
マ
ヌ
中
学
校
と
姉
妹
校
協
定
締
結

友
好
都
市
ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル
市
と
の
交
流
進
化

アリアマヌ中の生徒
11人が境町を訪問

①境町の中学生がホームステイへ
②境町の野球チームがハワイで親善試合

アリアマヌ中学校で行われた姉妹校協定締結式の様子。（左
から）アリアマヌ中学校アル・へトリック校長、橋本正裕
町長が調印し、境一中の金久保敬ニ校長、境二中の中島照
雄校長が立会人を務めました

友好都市協定を結ぶホノルル市のロイ・アメミヤ副
市長（左）を訪問し、今後の友好都市交流の取り組
みについて意見交換を行いました

1人 1台のパソコンが当たり前。デジタル教育が進むア
リアマヌ中の授業を見学

訪問を楽しみに待つアリアマヌ中の生徒たち

吹奏楽部による歓迎セレモニーの様子

⬆境町の少年野球
チームへ宛てた手紙
を受け取る橋本町長
➡境町で行われた、
ホノルル市の少年野
球チームとの親善試
合の様子

アリアマヌ中学校関係者や生徒たちと一緒に記念撮影

アリアマヌ中の生徒や卒業生がハワイの伝統的な踊りや
フラダンス、空手の演武などを実演

境一中訪問予定の
べライル・カイリさん
「ホストファミリーに会うのと
部活動が楽しみ。陸上部に入っ
て練習してみたい」

境二中訪問予定の
マンディー・ハデンさん
「日本の歴史、日本人の暮らし
や考え方を学びたい。バレー部
に入り、寿司、ラーメン、アイ
スを食べてみたい」

　ハワイ州立アリアマヌ中学校はホノルル市のセントラルオアフ地区
にあり、校名はハワイ語で「鳥の休憩所」を意味します。修学期間
は２年間で、約 800人の生徒が在籍。軍関係の住宅や施設に囲まれ、
全校生徒の８割近くが軍人家庭で占められています。女子生徒はハワ
イの伝統的な歌や踊り、フラダンスが必修科目となっており、今回の
歓迎セレモニーでも、踊りやフラダンスが披露されました。

　8月には、一中、二
中の生徒たちがアリア
マヌ中への短期留学や
ホームステイを予定し
ています。
　加えて、令和２年度
は昨年 7月に実施され
た親善試合の第二弾を
ホノルルで予定してお
り、ホノルル市の少年
野球チーム「ホノルル・
ローグ・ベースボール」
から、境町の少年野球
「境ニューヤンキース」
及び「森戸ジャイアン
ツ」の選手たちに宛て
た手紙を受け取り、常
夏のホノルルでの再戦
を誓いました。

境
の
中
学
生
が
８
月
に
は

ホ
ノ
ル
ル
短
期
留
学
へ

　
境
町
は
、
令
和
元
年
12
月
18
日
（
日
本
時
間

19
日
）、
米
国
ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル
市
の
ア
リ

ア
マ
ヌ
中
学
校
と
姉
妹
校
提
携
協
定
を
結
び
ま

し
た
。
今
後
、
境
一
中
、
境
ニ
中
の
生
徒
た
ち

が
ア
リ
ア
マ
ヌ
中
と
交
流
を
重
ね
る
こ
と
で
、

実
用
的
な
英
語
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、「
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
英

語
を
話
せ
る
町
へ
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
の
た
め
の

「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ク
ー
ル
事
業
」
の

一
環
と
し
て
、
小
中
学
校
と
の
協
定
締
結
を
念

頭
に
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
姉
妹
校
協
定
締
結
式
で
は
、
橋
本
町
長
が
ア

リ
ア
マ
ヌ
中
の
ア
ル
・
へ
ト
リ
ッ
ク
校
長
と
協

定
書
を
交
わ
し
、境
一
中
の
金
久
保
敬
ニ
校
長
、

境
ニ
中
の
中
島
照
雄
校
長
が
立
会
人
を
務
め
ま

し
た
。

　
今
後
、
３
月
に
は
ア
リ
ア
マ
ヌ
中
の
生
徒
11

人
が
境
一
中
及
び
境
二
中
に
短
期
留
学
を
予
定

し
て
お
り
、
８
月
に
は
境
町
の
中
学
生
た
ち
が

ア
リ
ア
マ
ヌ
中
へ
の
短
期
留
学
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
教
員
の
交
換
留
学
や
年
間
を
通
し

て
オ
ン
ラ
イ
ン
や
ス
カ
イ
プ
な
ど
で
継
続
的
に

姉
妹
校
間
交
流
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
と
交

流
す
る
機
会
な
ど
も
実
施
予
定
で
す
。

　
　
さ
ら
に
令
和
２
年
度
中
に
、
小
学
校
と
の

姉
妹
校
提
携
も
視
野
に
、準
備
を
進
め
て
お
り
、

今
後
も
友
好
都
市
ホ
ノ
ル
ル
と
の
交
流
を
深
め

て
い
き
ま
す
。

短
期
留
学
・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
英
語
力
を
磨
く

境
一
中

境
ニ
中

今後の交流予定

3月

8月

昨年
7月

　日系移民 150周年の 2018年にホノルル市と境町は友好
都市協定を締結し、アリアマヌ中学校を紹介していただき
ました。今回、協定締結ができることを本当にうれしく思っ
ています。校長先生や子どもたちの歓迎を受けて、素晴ら
しい学校だと感じました。境町は青少年の英語教育に力を
入れており、将来グローバルに活躍できる人材の育成を目
指しています。今回の協定締結を機にホームステイや留学
機会の確保など英語教育の充実にさらに努めるとともに、
アリアマヌ中、境一中、境二中、ホノルル市、境町が発展
していくことを願っております。

英語教育をさらに充実

ごあいさつ

橋本正裕　境町長

　橋本町長のリーダーシップとビジョンで私たちアリアマ
ヌ中学校を選んでいただき、姉妹校提携を実現してくれた
ことに心から感謝します。このプログラムは、アリアマヌ
の子どもたちが一生忘れることのない素晴らしい経験を与
えてくれると強く信じています。姉妹校提携によって、日
本での教育を経験できること、さらには境町を知ることが
できます。この関係は私たちにとって宝物であり、生徒た
ちがどのような経験ができるのかを考えるだけで、今から
ワクワクします。このパートナーシップが長期にわたって
続くことを願っています。

　グローバル社会で活躍する「境町の人
材」を育成するために、姉妹校提携を実現
させ、すばらしい機会を与えてくださった
関係者の皆様に感謝いたします。生徒及び
教職員や地域間の交流を通して、より充実
した事業となり、発展していくことを願っ
ております。

　アリアマヌ中学校との姉妹校提携が実
現しうれしく思います。今後の交流は、生
徒たちの貴重な経験となり、英語力向上、
グローバルに活躍できる人材の育成に大
いに役立つものと考えます。橋本町長をは
じめ、ご尽力いただいた皆様方に心から感
謝いたします。

姉妹校提携は宝物

　アル・へトリック　
アリアマヌ中学校長

金久保敬ニ　
境第一中学校長

中島照雄　
境第ニ中学校長

アリアマヌ中学校ってどんな学校？



災害時の重要なライフラインとしても期待

赤羽国土交通大臣への要望活動を実施

国道354号古河境バイパスの
整備促進に関する要望事項

池田道路局長へ要望書提出

国道 354号古河境バイパス整備計画図

国
道
３
５
４
号
古
河
境
バ
イ
パ
ス

開
通
に
よ
り
新
４
号
か
ら
圏
央
道

境
古
河
IC
が
直
通
に
な
り
ま
す　

　　
令
和
元
年
11
月
18
日
、
国
道
３
５
４
号
古
河

境
バ
イ
パ
ス
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
（
会
長
：

橋
本
正
裕
町
長
）
と
、
国
道
３
５
４
号
古
河
境

間
整
備
促
進
県
市
町
議
員
連
盟
（
会
長
：
半
村

登
県
議
会
議
員
）
が
合
同
で
、
平
成
30
年
度
に

事
業
化
さ
れ
た
古
河
境
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
国

へ
の
要
望
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
要
望
団
は
、
国
土
交
通
省
を
訪
れ
、
赤
羽
一

嘉
国
土
交
通
大
臣
お
よ
び
池
田
豊
人
道
路
局
長

と
面
会
、
橋
本
会
長
が
、「
昨
年
発
生
し
た
台
風

第
15
号
及
び
第
19
号
に
係
る
災
害
に
つ
い
て
、

地
元
自
治
体
の
管
理
す
る
道
路
に
つ
い
て
も
多

く
の
箇
所
で
冠
水
被
害
が
発
生
し
、
圏
央
道
も

強
風
等
の
影
響
に
よ
り
通
行
止
め
と
な
る
な
ど
、

各
地
で
道
路
交
通
網
が
混
乱
す
る
事
態
と
な
り
、

改
め
て
国
道
３
５
４
号
古
河
境
バ
イ
パ
ス
の
必

要
性
・
重
要
性
を
認
識
し
ま
し
た
。
特
に
、
台

風
第
19
号
で
は
大
雨
に
よ
り
利
根
川
が
非
常
に

危
険
な
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、
広
域
避
難
の
実

施
や
市
町
間
の
連
携
を
図
る
な
ど
、
発
災
時
は

も
と
よ
り
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
地
域

の
発
展
に
は
欠
か
せ
な
い
道
路
で
す
」
と
伝
え

る
と
、
半
村
会
長
も
「
新
４
号
国
道
に
つ
な
が

る
地
元
に
と
っ
て
も
っ
と
も
重
要
な
道
路
で
す
」

と
付
け
加
え
、
要
望
団
の
熱
意
を
伝
え
る
べ
く

地
元
議
員
も
一
丸
と
な
り
、
国
道
３
５
４
号
古

河
境
バ
イ
パ
ス
の
早
期
開
通
に
向
け
た
整
備
促

進
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
書
を
提
出
し

て
き
ま
し
た
。

① 令和２年度の予算編成にあたっては、
物流ネットワークの強化や地域の活性化
を図るための道路整備に必要となる予算
の拡充・増額をお願いします。

② 近年激甚化する災害に備え、ダブル
ネットワークの構築を含めた支援体制充
実などを図る「防災・減災、国土強靭化
のための３か年緊急対策」への重点配分、
さらに令和３年度以降の予算確保をお願
いします。

③ 橋
きょうりょう

梁の老朽化対策など構造物の修繕・
更新を確実に推進できるよう、法定点検
を踏まえたメンテナンス予算確保に新た
な財源制度や別枠予算による重点化をお
願いします。

④ 国道 354 号古河境バイパスは、新 4
号国道と圏央道境古河インターチェンジ
を直結する極めて重要な道路であるため、
全線の早期開通に向け十分な事業費を確
保したうえで更なる事業の促進をお願い
します。

平成 30 年度に事業化された「国道 354 号古河境バイパス」の早期開通に向けて、橋本町長を
筆頭とする要望団が国に対して整備促進に関する要望活動を実施しました。

新４号国道から圏央道境古河 IC間をより便利に

国道 354号古河境バイパス
早期開通に向けて大臣要望

　
赤
羽
大
臣
か
ら
は
、「
災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
と
い
う
こ
と
で
、
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
き

た
い
。
地
元
の
皆
さ
ん
の
反
対
が
起
こ
る
と
止

ま
っ
て
し
ま
う
の
で
、
用
地
買
収
を
順
調
に
進

め
て
も
ら
い
た
い
」
と
力
強
い
返
答
と
助
言
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
池
田
道
路
局
長
か
ら
も
早
期
開
通
に

前
向
き
な
回
答
を
い
た
だ
き
、
国
土
交
通
省
に

対
し
て
地
元
の
熱
意
が
伝
わ
っ
た
要
望
活
動
と

な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
要
望
書
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省

幹
部
、
道
路
局
幹
部
及
び
関
東
地
方
整
備
局
幹

部
並
び
に
麻
生
太
郎
財
務
大
臣
及
び
財
務
省
幹

部
宛
に
も
提
出
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
今
後
も
県
や
国
へ
の
要
望
活
動
を

継
続
的
に
行
い
、
国
道
３
５
４
号
古
河
境
バ
イ

パ
ス
の
１
日
も
早
い
開
通
に
向
け
て
、
尽
力
し

て
い
き
ま
す
。

【要望団】
期成同盟会　　橋本正裕会長（境町長）、針谷力副会長（古河市長）
議 員 連 盟　　半村登会長（茨城県議会議員）、倉持功副会長（境町議会議長）、園部増治副会長（古河市議会議長）、森田悦男幹事長（茨城県議会議長）、
　　　　　　　飯田進幹事（境町議会副議長）ほか境町議会議員７名、古河市議会議員５名
国 会 議 員　　永岡桂子衆議院議員、岡田広参議院議員、上月良祐参議院議員

未事業化区間
古河境バイパス
（1.99km）

H30年事業化
古河境バイパス
（3.2km）

池田道路局長への要望概要の説明

赤羽国土交通大臣への要望概要の説明

境町は１日も
早いバイパス
の開通を目指
しています！

境岩井バイパス
（6.3km）

※実線部は重点区間 (L=5.9km)
H27.3/29 供用開始

上記区間の開通により新 4 号国道から
圏央道境古河 IC 間が直接つながります！
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10/2 12/3 
（一社）茨城県高圧ガス保全協会猿島地
方支部より防災備品の贈呈式を開催

佐々木和博氏が町の防災力強化のため
ふるさと納税で 2,000 万円を寄付

　境町役場にて、（一社）茨城県高圧ガス保全協会猿島地方
支部より防災備品の贈呈式を開催しました。この贈呈式は、
平成 28 年 4 月に「災害時における
ガス等の供給に関する協定」を締
結している同協会より、災害時に
活用頂きたいと、防災倉庫・LP ガ
ス発電機・LP ガス炊飯器・LP ガス
三重コンロ及び付属品を寄贈され
たことに伴い、執り行いました。

　㈱金太郎ホーム代表取締役佐々木和博氏が、町の防災力
強化のためふるさと納税で 2,000 万円寄付をされました。

10/2 （一社）茨城県バス協会貸切委員会県西支部と
大規模災害時における広域輸送等に関する協定を締結

11/22 北
ほくりょう

良（株）及び（一社）協働プラットフォームとの包括連携協定を締結
境町災害対策車両及びトレーラー納車式を開催

　境町役場にて、（一社）茨城県バス協会貸切委員会県西支部（沢
木民夫支部長）と大規模災害時における広域輸送等に関する協定の
締結式を開催しました。この協定は、水害発生時に住民が町外へ広
域避難を行うにあたり、民間の観光バス等を活用して要配慮者等の
広域避難支援を行うもので、県内では
初めての取り組みです。
　協定締結後、令和元年 10 月 12 日
の台風 19 号災害では、協定に基づき
町から協力を要請。計 6 台の貸切バス
が迅速に出動し、広域避難を支援しま
した。

　境町役場にて、北良（株）（笠井健代表取締役社長）及び（一社）協働プラットフォー
ム（長坂俊成代表）と包括連携協定の締結式を開催しました。この協定は、電気・ガソ
リン・LP ガスを併用し、連続 1300 キロの長距離走行と一般家庭１週間分の電気を供
給できるトリプルハイブリットカー及び普通自動車でけん引可能で気密性に優れ冷暖
房完備の災害対策用トレーラーを開発した北良

（株）及び町の防災支援に協力いただいている（一
社）協働プラットフォームとの連携を図ること
により、災害発生時の電源確保や避難所での生
活支援、医療用等のスペースの確保等、災害支
援を迅速に行えるよう災害対策の強化を目的と
しています。
　協定締結式後には、境町災害対策車両及びト
レーラーの納車式を開催しました。

目録を贈呈する（一社）茨城県高圧ガス保全協会猿島地方地区風見支部長
左から立教大学院 21 世紀社会デザイン研究科長坂教授、橋本町長、（株）
金太郎ホーム佐々木代表取締役

非常用電源車として利用できる車両と医療用ス
ペースとして活用できるトレーラー

左から中山副支部長、沢木支部長、橋本町長、笠原副支部長、小
林地区役員

TOPICS 防災特集

台風 19 号での広域避難では計
6 台のバスが稼働しました

左から（一社）協働プラットフォーム長坂
代表、橋本町長、北良㈱笠井代表取締役

トレーラー内は冷暖房完備で医療用ス
ペースとしての活用も可能

寄贈された防災備品 ( 一部 ) 寄付は災害復興に係る研究開発
と社会実験の費用に活用

県内
初

県内
初

写真はイメージ　この寄付は、寄付金の使い道を
事前に指定し、返礼品を受け取ら
ない「境町ふるさと納税クラウド
ファンディング」方式によるもの
です。今後、災害発生時の支援体
制システムの研究開発と社会実験
などに活用されます。

境
ニ
ュ
ー
スTOW

N NEW
S

2 連覇を達成した新吉町チームの皆さん

新吉町
鹿久保喜一さん

　2 連覇を目指して、今年は「十割蕎麦」
で勝負しました。普段皆さんが食してい
る「二八蕎麦」より技術が必要ですが、
こだわりのそば粉を使用し仕込みに時間
をかけて丹精込めて作りました。その結
果、２連覇を達成することが出来てとて
も嬉しいです。
　来年は、「自家製つゆ」に挑戦して 3
連覇を懸けて頑張りたいです。

そば打ち名人選手権で新吉町の鹿久保喜一さんが 2 連覇達成 !!
　道の駅さかいにて、新そば祭りが行われました。境町近隣で採れた新
そば粉を使用しそば打ち名人を決めるアマチュア参加者限定の「第 6 回
そば打ち名人選手権 in SAKAI」では、5 チームが競い合い、投票券を購
入した多くの来場者で賑わいました。
　来場した皆さんは、5 種類の新そばの味比べをしながら、新そばなら
ではのこしや香りを楽しみました。

優勝

第６回
そば打ち名人選手権
in SAKAI

V O I C E

優勝コメント

11/24

チケットは 2 時間で完売！

新そばの良い香りが漂います

12/8 11/30

姉妹都市フィリピン共和国マリキナ市
「R

レ ヒ ヨ ン

ehiyon-R
レ ヒ ヨ ン

ehiyon Festival」に参加
　姉妹都市であるフィリピン共和国マリキナ市において、
市政 23 周年祝賀及び伝統と文化継承をテーマとし、カラフ
ルな伝統衣装を着た学生たちがそれぞれの地域の文化をダ
ンス等で紹介する「Rehiyon-Rehiyon Festival」が開催され、
橋本町長をはじめ倉持議長や町関係者が招待されました。
　マリキナ市では、テオドロ市長、副市長、市議会議員の
方々と面会し、町を家族の一員として盛大に歓迎いただく
とともに、今後の相互交流推進を図りました。

テオドロ市長より歓迎を受ける橋本町長と倉持境町議会議長

　長田小学校にて、「第 31 回アルゼンチンの日の集い」
が開催されました。
　今年も、アルゼンチン共和国大使館から、アラン・ベロー
特命全権大使とマティアス・バビーノ公使を招待し盛大に
行われ、アルゼンチン共和国派遣事業に参加した児童 13
名による現地での体験報告や児童らの歌の発表で大使一行
を歓迎しました。その後、大使一行と児童との交流給食が
実施され、午後の長田小フェスティバルでは、各クラスの
企画や展示を 1 つ 1 つ巡り、笑顔で交流されました。

第 31 回アルゼンチンの日の集い

ベロー大使から記念シャツとお菓子のプレゼントを受け取る児童たち

あいさつを行う橋本町長

交流給食の様子笑顔で児童と交流するベロー大使

フェスティバルの様子
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祝 !!100 歳  中山さか さんに褒状
　伏木に住む中山さかさんが、８月 25 日に 100 歳の誕
生日を迎えられました。中山さんは、ご家族の見守りと
介助を受けながら、食事や衣類の着脱など出来ることは自
分で行っています。リハビリのためデイサービスを利用し
ており、カラオケを楽しまれています。何でもよく食べる
ことが長生きの秘訣とのことで
す。
　14 日に、橋本町長が自宅を
訪問し、町から褒状と記念品が
贈られました。中山さんの今後
益々のご健康とご多幸をお祈り
申し上げます。

中山さかさんとご家族、橋本町長との記念写真

11/14 10/29

認知症高齢者声掛け訓練を実施
　町では、認知症になっても安心して生活できる社会を目
指して認知症支援に取り組んでいます。支援の一環として、
道に迷った認知症の方を地域の見守りで早期に発見・保護
が出来る体制づくりを目指して「認知症高齢者声掛け訓練」
を初めて実施しました。認知症サポーターと町内介護事業
所が中心となり約 30 人が参加。役場をスタートし、認知
症役のスタッフとともに銀行やスーパー、薬局に立ち寄り
ながら声掛け訓練を実践しました。参加者からは「認知症
の方の話をよく聞いて理解する
ことが一番大切だと感じた」な
どの声がありました。
　今後も認知症にやさしいまち
づくりを目指して、地域での支
え合いの輪が広まるように活動
を推進していきます。

声掛け訓練に参加した皆さんでの集合写真

12/2
境町民生委員・児童委員が改選されました
　令和元年 12 月 1 日付で町の民生委員・児童委員の一斉
改選が行われ、12月2日、役場において下記の47名の方々
に橋本町長より委嘱状が交付されました。
　民生委員・児童委員は地域住民の福祉向上のために、民
生委員法に基づき厚生労働大臣が委嘱する民間の奉仕者で
す。生活上の困りごとや各種福祉サービスなどのさまざま
な問題について、秘密を厳守し、相談に応じたり助言を行
うとともに、地域に密着した福祉の担い手として、行政機
関と地域住民のパイプ役として活動しています。任期は令
和元年 12 月 1 日から 3 年間です。 役場で行われた委嘱状交付式の様子

声掛け訓練の様子

橋本町長より褒状を受け取る
中山さかさん

担当地区 氏 名 担当地区 氏 名 担当地区 氏 名
本船町・下仲町・上仲町 相良　実 猿山 原口　勝広 伏木南部 田村　壽男
上町 染谷　敏子 蛇池 鹿久保　利男 一ノ谷 野口　富夫
住吉町西側 木村　淳子 下砂井・栗山 下大迫　讓 百戸 大野　久男
住吉町東側 塚原　のり子 西泉田 猪瀬　晴男 桐ケ作・新田戸 中村　正市
宮本町 宇都木　利之 上小橋 田中　功 若林蓮台 染谷　仁子
坂花町 並木　弘子 浦向 野口　奏五 若林新田 須長　たかよ
新吉町 鹿久保　ひで子 金岡 篠原　信雄 若林本田 倉持　敏幸
山神町一区 染谷　久美子 下小橋 冨張　博 塚崎一区 篠塚　均
山神町二区 長津　孝子 染谷 髙嶋　正之 塚崎二区 林　惠子
旭町南側 菊本　栄子 大歩・中大歩 関塚　康夫 稲尾 栗田　幸恵
旭町北側 齊藤　信之 内門本田・新田 渡辺　育男 志鳥 金久保　司
松岡町南側 西嶋　千津子 井草 宮田　弘喜 横塚 櫻井　勉
松岡町北側 光山　久子 喜五郎・七軒 木村　実 主任児童委員 齋藤　美沙子
陽光台 佐藤　悦郎 山崎 赤荻　進一 主任児童委員 倉持　貢
長井戸北側 相良　莊一 伏木北部 廣瀬　哲夫 主任児童委員 鈴木　和子
長井戸南側 野村　進一 伏木中部 石塚　光男

スポーツ

12/812/2 

12/2 

11/28 

表　彰

会　場：ふれあいの里（32 ホール）　出場者数：254 名
◆男子の部（敬称略）
優　勝　中村　武雄　（住吉町）　76 打
準優勝　青木　　登　（若林）　　76 打
第３位　海老原昌嗣　（伏木）　　76 打
◆女子の部（敬称略）
優　勝　加藤　恵子　（浦向）　　76 打
準優勝　山田　チエ　（浦向）　　78 打
第３位　飯塚　啓子　（伏木）　　79 打

第３回境町民グラウンド・ゴルフ大会兼
第 54 回境町グラウンド・ゴルフ協会大会

後列：左から　青木さん、中村さん、海老原さん
前列：左から　山田さん、加藤さん、飯塚さん

「第９回 さしま茶 T-1 グランプリ」
境町の子どもたちが大健闘！
　さしま少年自然の家で、小学校 3 年生から 6 年生まで
を対象に、お茶のいれ方や知識を競う「第９回さしま茶
T-1 グランプリ」（さしま茶協会主催）が開催されました。
　大会には、生産地域の境町、坂東市、古河市、八千代町
の４市町の小学校から 13 チーム総勢 40 名の元気な小学
生茶レンジャーが参加。境町からは、長田・境小 1 チーム、
猿島小 3 チームの計 4
チーム 12 名の児童が茶
レンジし様々な課題に
取り組みました。　
　団体の部では「ガー
ルズ & ボーイズ」（長田・
境小）が準優勝、個人
の部では秋田三夏実さ
ん（長田小５年）が 3
位入賞に輝きました。

準優勝したガールズ & ボーイズの皆さんとさしま茶協会石山会長
個人の部で 3 位入賞した秋田三夏実さん（左端）

T-1 グランプリに出場した参加者での集合写真

12/2 

茨城境ライオンズクラブの皆さんと町内小中学校の代表児童生徒

茨城境ライオンズクラブが
児童生徒に年賀ハガキを贈呈
　茨城境ライオンズクラブ（松本滝男会長）の皆さんが
役場を訪れ、町内７つの全小中学校の児童生徒へ、年賀
ハガキ約 2,000 枚をプレゼントしました。

寄　付

　「ジュピターさかい」（沼尻睦美代表）が国土交通大臣表
彰および日本善行会の秋季善行表彰を受賞しました。この
表彰は、地域の道路美化清掃のボランティアとして、積極
的に取り組んだ活動が評価されたものです。

「ジュピターさかい」が国土交通大臣表彰
および善行表彰を受賞

受賞報告のため来庁した「ジュピターさかい」の皆さん

　「猿山防犯パトロール隊」（関宣夫代表）が日本善行会の
秋季善行表彰を受賞しました。この表彰は、猿山地区の防
犯活動に積極的に取り組み、明るく住みよい社会環境づく
りに貢献したことが評価されたものです。

「猿山防犯パトロール隊」が善行表彰を受賞

受賞報告のため来庁した「猿山防犯パトロール隊」の皆さん

ファイナル茶レンジ（決勝戦）の様子
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人生を
生き生きと
輝かせる

「生涯学習」
との出会い

いつでも

どこでも

だれもが

学んでいる境町

26th Sakai town 

lifelong study 

festival

主催

境町生涯学習推進協議会
境町教育委員会

協賛

青少年健全育成さかい町民の会

令和 2 年

発 表 部 門

�月��日・��日土 日

● 各種講座・自主グループ
● 文化協会に加入の団体　● 境特別支援学校
● 吹奏楽部（境高校、境一中、境二中）
● 応援団部（境高校）　● 演劇部（境高校）
● 町内で活動している団体
 エアロビクス、ダンス、
 バンド、日本語スピーチ 他

場　所

時　間

中央公民館〔境町 395-1〕

9:00 ~ 15:30

展 示 部 門

�月�日���日金 木

● 書道 ● 生花 ● 着付 ●絵手紙 
● 竹工画 ● 写真　　 ● 盆栽
● 陶芸 ● 籐手芸 ● パッチワーク
●アートフラワー 　● 古文書教室 他

場　所

時　間

ふれあいの里
〔境町栗山 815〕

9:00 開館～17:00 閉館
※最終日 12 日（木）は 15:00 まで

※９日（月）は休館日

駐車場のご案内

ファミリーマート

セブンイレブン

長田小

アライストアー

ふれあいの里
高速バスターミナル

伝統工芸館 西泉田北

26th Sakai town lifelong study festival♪

26

赤飯・豚汁・
手作りパン・飲み物 等

模　擬　店

期間中 工事通行止
15 日（土）
立礼式茶道教室
16 日（日）
茶道教室

お
茶
会
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短
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山
鳩

「広報さかい」へ有料広告を
掲載しませんか？

広告
掲載料
※詳しくは下記までお問合わせください。

役場秘書広聴課
電話	 0280（81）1329　
E-mail　	 kouhou@town.sakai.ibaraki.jp

問合せ先

◎ 1段全枠　15,000 円　
◎ 1段半枠　18,000 円

広告募集中

☎ 0280-30-7070古河市東 3-5-13

地域密着の仲人おばさん

結婚相談室 チャペル
代表の遠藤明美と申します。

「真剣に結婚を考えられている方」のみ
ご相談ください。全力でお手伝いいたします。
この道 18 年、仲人の達人！

★お見合い後交際に入った場合は希望により正式入会に進みます。

※公的書類提出可能な方

完全予約制

体験入会３カ月 10,000 円　5,000 円男
性

女
性

さ
か
い
文
芸
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町の人口と世帯数　※令和2年 1月１日現在の常住人口（前月比）
■総人口 24,123 人（-14）　■男性 12,258 人（-1）　■女性 11,865 人（-13）　■世帯数 8,726 世帯（+8）
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令
和
２
年
１
月
号

返済免除型の奨学金
境町は就学のために経済的支援が必要な、大学生、大学院生、短期大学生、
専門学校生に奨学金を貸付けます。

境町教育委員会 学校教育課  
☎ 0280-81-1325（平日 8：30 ～ 17：15）問合せ先

Sakaim
achi forgiveness type scholarship

令和2年度　境町奨学生募集

応 募 資 格 次のすべてを満たす方
① 大学・大学院・短期大学または
    専門学校に在学中の方、もしく
    は４月から入学予定の方
② 境町民の被扶養者で、就学のた
　 めに経済的支援が必要な方
③ 所定の条件を満たした連帯保証
　 人を１名選任できる方
※選考の過程で学習成績を参考にします。

選 考 方 法 提出書類ならびに小論文試験
（指定日時に役場で小論文試験を実施します）

募 集 人 数 ５名程度

貸 付 金 額 年額24万円(4年制大学の場合総額96万円)
※卒業後、農業に関連する産業への就職を
希望する方は、上記金額に 24 万円を上乗
せして貸付することができます。

利 息 等 無利息
※ただし、返済が滞った場合は
所定の遅延損害金を徴収します。

申 込 方 法 下記の必要書類を持参または郵送に
て提出してください。
① 境町奨学金貸付申請書
② 奨学生推薦調書
　（在学中の学校にて作成の上、提出してください）

③ 直近の学習成績を確認できる書類
　 （成績証明書等）

④ 芸術・スポーツなどの分野におい
　 て、コンクールや競技などの活動
　 で表彰されている方は、それを確
　 認できる書類（表彰状の写しなど）

⑤ 認定所得金額を算定するために
　 必要な書類（募集要項別紙参照）

※募集要項及び申込書類は左記問合せ先で配布のほか、
ホームページにてダウンロードできます。

令和２年

（金）まで※

3 6
※大学等の入学が確定
していなくても、この
期間に申込みください。

卒業後、境町に
５年住めば
返済なし

専門学校も対象になりました
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